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うち、胚子 1体、胎児 59体の合計 60体を用いた。頭殿長（CRL）は 29.8～225 mmであ
った。標本の大きさに合わせて 7テスラまたは 3テスラの MRIにて画像を得た。全標本
において、頭蓋底、中顔面の骨格表面に設定したランドマーク31点の座標値を取得し、
プロクラステス分析、主成分分析を施行した。第 1−3 主成分と CRL の多変量回帰分析か




格の関係性について調べるため、ランドマークを成長中心の 17 点 (Block 1) と中顔面
の 14 点 (Block 2) に分け、成長による形態変化を除いたデータを用いて部分最小二乗





小を認めた。AS scoreとCRLから算出したswitch pointは67.4 mmであり、妊娠週数で
は約13週に相当することがわかった。PLSの結果において、第1−3軸 (PLS 1−3) の寄与
率はそれぞれ71.2%、9.1%、6.5%であった。PLS 1は非常に強相関性を認め (r = 0.884; 
p < 0.001)、鼻中隔の前後方向拡大と上顎や頬骨の前方拡大などの関係性を示していた。














































要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
